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製品リコールの進捗報告終了のための自己評価報告書


経済産業省
大臣官房産業保安・安全グループ製品安全課長　殿

事業者名：
法人番号：
報告者の役職及び氏名：

　　下記の製品リコールについての進捗報告を終了するための自己評価報告書を提出します。

記
１．リコール実施状況について
（1）リコール対象の製品名、機種、型番、製造番号
（2）対象台数
（3）リコール開始年月日
（4）リコール対策済み台数（点検／改修台数、回収台数）
（5）実施率（残存率を反映した補正実施率を記述する場合は、実施率と補正実施率を併記し、補正実施率の算出に利用した推計モデルの引用先も記述する）
（６）リコール開始からの製品事故の発生数 （※1）

２．自己評価
　　（これまでのリコール活動（消費者へのリコール周知活動など）、リコール実施率が頭打ち状態でこれ以上回収が見込めない状況にあるなど、リコール達成の状況を記述。） （※2）

３．今後のリコール実施方策等について
　　例）・自社HPにおいては引き続きリコール実施を掲載
　　　 ・消費者からの問い合わせ窓口は引き続き用意する　など

４．本件の連絡先 （※3）


（※1） 併せて、リコール要因となった製品事故が過去3年以上発生していないことの説明を記述してください。
（※2） 具体的には、進捗状況の報告を終了できる以下①又は②の条件を満たしていることの説明を記述してください。
①リコール実施率、もしくは市場残存率を反映した補正実施率が90％を超えていること
②リコール実施事業者の努力にも関わらず、リコール実施率が頭打ち状態に達し２年間経過していること（これを容易に確認できるようなグラフを添付することが望ましい）
（※3) 当室から問い合わせ等させていただく際の窓口、ご担当者の氏名、電子メール、電話番号をご記入ください。
